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[bookmark: _Toc237720554][bookmark: zad21e8ac1f874fa2aabbddcab05d964f]Microsoft System Center Operations Manager 2007 R2 用 Connectors 管理パック ガイド
Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックには、コネクタ の検出、コネクタ サービスのアラート作成ルール、インストールしたコネクタのヘルスを監視するためのナレッジが含まれています。この情報は、役立つ情報のナレッジ ベースとして、コネクタ 障害などその他の コネクタ ヘルス問題を解決するために提供しています。
コネクタ管理パックを使用すれば、Operations Manager 2007 R2 Connectors の管理者は特定の コネクタ 問題や障害について、迅速に通知を受け取ることができます。
[bookmark: _Toc237720555]コネクタ管理パックについて
このガイドは、コネクタ のすべての Microsoft Connectors 用の全管理パックを対象としています。共通ライブラリ管理パックとコネクタ固有の管理パックは、インストールされる各 コネクタ にインストールされます。特定の コネクタ の管理パックは非常に類似し、すべて コネクタ の共通ライブラリ管理パックに依存しています。各コネクタ固有の管理パックでは、特定の コネクタ サービスの検出を監視します。コネクタ 共通ライブラリ管理パックには、コネクタ アラートを監視するためすべての コネクタ サービスに共通のルールが含まれます。
共通ライブラリ管理パックが初回の コネクタ UI インストールでインストールされると、その コネクタ 管理グループのそれ以降の opsmgrshortname インストールでは再インストールされません。コネクタ固有の管理パックは、次の現在サポートされている Microsoft Connectors でインストールされます。
	BMC Remedy ARS Connector
	HP Operations Manager Connector (旧名 HP OpenView Operations)
	IBM Tivoli Enterprise Console Connector
	Universal Connector
[bookmark: _Toc237720556]ドキュメント バージョン
このガイドは、Operations Manager 2007 R2 管理パックに基づいて記載されています。
[bookmark: _Toc237720557]最新の管理パックとマニュアルを取得する
Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックとこのマニュアルは、コネクタのインストール ソースで利用可能です。
 Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックは完全製品リリース後に、System Center Operations Manager 2007 Catalog  」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=82105) (英語版の可能性があります) で利用できます。
[bookmark: _Toc237720558]サポートされている構成
Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックは、次の構成をサポートします。
	以下のオペレーティング システムで展開される Operations Manager 2007 R2 Connectors
	Windows Server 2003
	x86 ベース コンピューター上の Windows Server 2008
	Windows Server 2008 の 64 ビット エディション
	Windows Server 2008 for Itanium-Based Systems
[bookmark: _Toc237720559]今回の更新での変更
コネクタ管理パックの 2009 年 4 月 RC ベータ版には、次の変更が含まれます。
	コネクタ管理パックのサイレント インストールおよびインポートを含む、すべてのコネクタの単一インストーラー
	すべてのコネクタ管理パックの親管理パックとしての単一 コネクタ 共通ライブラリ管理パック
	BMC Remedy ARS Connector 管理パックの追加
[bookmark: _Toc237720560][bookmark: z25f3237cffc64f8d8df4ef99dea38aef]使用を開始する
Microsoft System Center Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックでは、インストールされた コネクタ のヘルスを監視します。特定の コネクタ 管理パックと コネクタ の共通ライブラリ管理パックは、指定された コネクタ がインストールされると、インポートされ完全に構成されます。コネクタ管理パックは、さらに上書きしたり、カスタマイズすることなく、通常の操作にそのまま使用できます。管理パックのカスタマイズと既定管理パックの詳細については、「Operations Manager 2007 の管理パックについて 」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108356) (英語版の可能性があります) を参照してください。
管理パックのインポートに関する詳細については、「How to Import a Management Pack in Operations Manager 2007 (Operations Manager 2007 で管理パックをインポートする方法) 」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=98348) (英語版の可能性があります) を参照してください。
封印された管理パックと封印されていない管理パックの詳細については、「Management Pack Formats (管理パックの形式) 」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108355) (英語版の可能性があります) を参照してください。
[bookmark: _Toc237720561]コネクタ管理パック ファイル
次の表に、各 コネクタ および コネクタ 共通ライブラリ管理パックにインストールされる管理パック ファイルを一覧表示します。コネクタ 固有の管理パックと コネクタ 共通ライブラリ管理パックは、opsmgrshortname がインストール時に構成される際、または後で構成が行われる際に コネクタ ルート管理サーバー (RMS) にインポートされます。

	ファイル名
	[コネクタ]

	Microsoft.SystemCenter.Interop.Connector.Common.Library.mp
	すべてのコネクタ管理パックの親管理パック

	Microsoft.SystemCenter.Interop.Remedy.Connector.mp
	BMC Remedy ARS Connector の管理パック

	Microsoft.SystemCenter.Interop.HPOVO.Connector.mp
	HP Operations Manager Connector の管理パック

	Microsoft.SystemCenter.Interop.TEC.Connector.mp
	IBM Tivoli Enterprise Console Connector の管理パック

	Microsoft.SystemCenter.Interop.Universal.Connector.mp
	Universal Connector の管理パック



[bookmark: _Toc237720562]コネクタ管理パックの依存関係
次の表に、コネクタ 共通ライブラリ管理パックに参照され、その依存関係である管理パックを一覧表示します。各 コネクタ 固有の管理パックは、MOMLibrary 管理パックを除いて、これらのそれぞれを参照します。MOMLibrary 管理パックの代わりに、コネクタ 固有の管理パックでは、ここに一覧表示された コネクタ 共通ライブラリ管理パックを参照します。

	ファイル名
	エイリアス

	Microsoft.SystemCenter.Library.mp
	SystemCenter

	System.Library.mp
	システム

	System.Health.Library.mp
	ヘルス

	Microsoft.SystemCenter.DataWarehouse.Library.mp
	DataWarehouse

	System.Performance.Library.mp
	パフォーマンス

	Microsoft.SystemCenter.Internal.mp
	SystemCenterInternal

	Microsoft.Windows.Library.mp
	Windows

	Microsoft.SystemCenter.NTService.Library.mp
	MicrosoftSystemCenterNTServiceLibrary

	Microsoft.SystemCenter.OperationsManager.Library.mp
	MOMLibrary

	Microsoft.SystemCenter.Interop.Connector.Common.Library.mp
	InteropConnector



[bookmark: _Toc237720563][bookmark: zfcec168885594c71b57aba9706b9c9da]管理パック操作について
このセクションでは、Microsoft System Center Operations Manager 2007 R2 Connectors 管理パックで検出できるオブジェクトの種類、opsmgrshortname コンソールで閲覧できるクラスや表示、およびコネクタ管理パックで利用可能な監視シナリオについて説明します。
[bookmark: _Toc237720564]管理パックで検出するオブジェクト
コネクタ管理パックでは、インストールされた特定の コネクタ の コネクタ サービスの 1 つのオブジェクトのみを検出します。オブジェクト検出の詳細については、Operations Manager 2007 ヘルプの「Object Discoveries in Operations Manager 2007 (Operations Manager 2007 でのオブジェクト検出)」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108505） (英語版の可能性があります) を参照してください。
[bookmark: _Toc237720565]クラス
コネクタ 共通ライブラリ管理パックには 1 種類のクラスがあります。
Microsoft.SystemCenter.Interop.ServiceBase
このクラスの種類は、interop コネクタ サービスの汎用表現です。このクラスは、[ターゲット] コネクタ 共通ライブラリ管理パックのすべてのルールのターゲットおよび     特定の各 コネクタ 管理パックで定義される 1 つの ClassType のベースとして使用されます。
特定の各 コネクタ 管理パックには 1 種類のクラスがあります。たとえば、以下のようなものがあります。
Microsoft.SystemCenter.Interop.Remedy.Connector.Service
Microsoft.SystemCenter.Interop.HPOVO.Connector.Service
Microsoft.SystemCenter.Interop.TEC.Connector.Service
Microsoft.SystemCenter.Interop.Universal.Connector.Service
このようなクラスの種類は、コネクタ サービスの検出や、Presentation の Views、Folders、および FolderItems、特定の各 コネクタ 管理パックの LanguagePacks の DisplayStrings の一部で使用されます。
[bookmark: _Toc237720566]Operations Manager のオペレーション コンソールで情報を表示する
Operations Manager 2007 のコネクタ のインストールと構成を行ってから、コネクタ 共通ライブラリ管理パックと特定の コネクタ 管理パックをインポートして、opsmgrshortname コンソールの表示に次を追加します。
[bookmark: _Toc237720567][監視] ウィンドウ
[Interop Connectors] フォルダーは常に [監視] ナビゲーション ウィンドウに存在します。コネクタ をインストールし、その管理パックを opsmgrshortname にインポートすると、[Interop Connectors] フォルダーの下にインストールされた コネクタ のフォルダーが表示されます。
[bookmark: _Toc237720568][管理] ウィンドウ
[Interop Connectors] ノードは、[製品コネクタ] ノードの下にあります。これらのノードは常に [管理] ナビゲーション ウィンドウに存在します。コネクタ をインストールし、その管理パックを opsmgrshortnameにインポートすると、[Interop Connectors] ノードの下に コネクタ オブジェクトが表示されます。
[bookmark: _Toc237720569]主な監視シナリオ
各 Operations Manager 2007 のコネクタ 管理パック システムは、関連する コネクタ のヘルス監視情報を提供します。次の表は、コネクタのヘルス監視シナリオを示します。各シナリオは、該当シナリオで生成される可能性があるアラートを一覧表示します。
[監視] ウィンドウからアラートを開き、そのアラートの製品ナレッジを探します。製品ナレッジは、[管理パック オブジェクト] を展開して [ルール] を選択することで [作成] ウィンドウからも検索できます。[ルール] ウィンドウでルールをダブルクリックするかルールを右クリックし、[プロパティ] をクリックして該当ルールの [プロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。その [プロパティ] ダイアログ ボックスに、[製品ナレッジ] タブがあります。

	シナリオ
	アラート名

	アラートは、コネクタ サービスが開始すると生成されます。
		コネクタ サービスを開始しています 
	コネクタ サービスが正常に開始されました
	コネクタ サービスを開始できませんでした
	コネクタ サービスを停止しています
	config の作成中にエラーが発生しました
	コネクタ名プロパティが構成ファイルに定義されていませんでした 

	アラートは、内部の コネクタ 例外によって生成されます。
		Interop 例外が検出されました
	Interop 例外がエージェントを起動しています
	モジュールの起動中に SQL 例外が検出されました

	アラートは、SQL キャッシュ例外から生成されます。
		キャッシュ データを記憶域に追加中に SQL 例外が発生しました
	記憶域からキャッシュ データを削除中に SQL 例外が発生しました
	キャッシュ データの取得中に SQL 例外が発生しました
	コネクタが FileAlerts の空のペイロードを受信しました
	キャッシュ ID の作成中にエラーが発生しました
	XFormAcks で空のペイロードを受信しました
	キャッシュ ID の取得エラー

	アラートは、opsmgrshortname SDK 問題によって生成されます。
		OpsMgr モジュール構成に null 例外エラーがあります
	OpsMgr モジュール構成の値が大きすぎるか小さすぎます
	OpsMgr モジュール構成に引数例外エラーがあります
	GetMonitoringAlerts からの null ConnectorMonitoringAlerts コレクション
	AckOpsMgrSdk から null の引数を受信しました
	アラートの xml が受信されませんでした
	アラート入力に ID が含まれていませんでした
	アラート ID が GUID でない
	HandleUpdateFailures の Interop 例外
	XFormInboundAlerts からの null 引数受信
	CacheAcks からの null 引数受信
	更新するアラートの検出エラー
	サーバー切断例外
	例外: サービスが実行されていません
	承認されていないアクセス監視例外 
	アラート履歴の読み取りエラー
	どの OpsMgr サーバーにも接続できませんでした
	MonitoringConnector の取得エラー
	OpsMgr SDK サービスによって例外が返されました
	無効な EventType のメッセージ受信
	無効な EventType のメッセージ受信
	無効な EventType のメッセージ転送エラー
	無効な EventType のメッセージ転送エラー
	例外: サービスが実行されていません - IsConnected メソッド
	承認されていないアクセス監視例外 - IsConnected メソッド

	アラートは、WS-Man 問題によって生成されます。
		どのプロバイダーにも接続できませんでした
	一部のイベントを配信できませんでした
	COM 例外 - WSManConfig
	WSMan セッション作成例外 - WSManConfig
	承認されていないアクセス例外 - WSManConfig
	Null または空の EventType - wsEventXmlString
	無効な EventType - wsEventXmlString
	WSMan セッション作成例外 - GetEvents
	承認されていないアクセス例外 - GetEvents
	WSMan COM 例外 - GetEvents
	wsSession.Error メッセージを取得できませんでした - GetEvents
	WSMan COM 拡張例外 - GetEvents
	Null または空の wsSession - CreateEvents
	wsSession のエラー - CreateEvents
	WSMan セッション作成例外 - CreateEvents
	承認されていないアクセス例外 - CreateEvents
	WSMan COM 例外 - CreateEvents
	WSManType 例外 - GetWSManType
	WSMan セッション作成例外 - CreateSession
	Null または空の EventType 例外 - AckMessage
	無効な EventType 例外 - AckMessage

	アラートは、高可用性機能から生成されます。
		ハートビート例外
	SQL 例外 - HA 登録
	SQL 例外 - HA 登録解除
	SQL 例外 - ハートビート送信
	SQL 例外 - 優先度設定
	SQL 例外 - 情報取得

	アラートは、構成問題によって生成されます。
		小文字例外 - 構成
	SQL 例外 - EMSType 構成の取得
	SQL 例外 - 構成文字列の取得
	SQL 例外 - ストアド プロシージャ
	XML doc の検証エラー - 構成

	アラートは、ログ問題によって生成されます。
		TickCallback エラー - SmartTimer
	AppConfigUtility 例外
	ログ ファイルのアクセスエラー



[bookmark: _Toc237720570]監視対象オブジェクトをメンテナンス モードに配置する
意図的または偶発的に コネクタ サービスを停止すると、opsmgrshortname は、エージェントのハートビートが受信されていないことを検出します。その結果、opsmgrshortname が数多くのアラートや通知を生成する可能性があります。アラートや通知の生成を防ぐには、特定の コネクタ サービスをメンテナンス モードにします。メンテナンス モードでは、アラート、通知、ルール、モニター、自動応答、状態の変更、および新しいアラートがエージェントで抑制されます。
監視対象オブジェクトをメンテナンス モードにする一般的な手順については、How to Put a Monitored Object into Maintenance Mode in Operations Manager 2007 (Operations Manager 2007 で監視対象オブジェクトをメンテナンス モードにする方法) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108358) (英語版の可能性があります) を参照してください。
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